
　鉄道事業や鉄道整備事業は，鉄道の直接的な利用者だけ
ではなく，社会一般に様々な効果をもたらします。従来，
これら事業の経済性の評価では，鉄道の直接的な利用者に
もたらされる効果の評価に重点が置かれ，社会一般にもた
らされるその他の効果は，その一部しか評価されていませ
ん。この理由としては，評価対象となっていない効果の多
くが，市場取引を介さない（金銭で売買されない）非市場
的な価値であり，定量的な推定が難しい点などが挙げられ
ます。本研究では，鉄道の非市場的な価値の一つであるオ
プション価値に着目し，地方都市圏で運行されている特急
列車の現状のサービスやそのサービス水準の向上によって，
特急非利用者にもたらされるその価値の定量的な推定を実
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図　鉄道の総経済価値の分類

施しました。そして，四国地方をモデル地域としたケース
スタディで，鉄道事業や鉄道整備事業の経済性評価におい
て，オプション価値を考慮することの効果や必要性を示し
ました。
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